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ＤＯＳコマンドを覚えよう！ 
●コマンドプロンプトの立ち上げ方 
 プログラム→アクセサリ→コマンドプロンプト 
で以下のような画面が立ち上がる。 
 
 
● ＤＯＳコマンド一覧 
CD     現在のディレクトリを表示したり, 変更 
DIR     ディレクトリ中のファイルとサブディレクトリを一覧表示 
CLS    画面のクリア 
TYPE  テキスト ファイルの内容を表示 
MKDIR ディレクトリを作成 
DEL     ファイル（複数可）を削除 
RMD R   ディレクトリを削除 I
DELLTREE ディレクトリとそれに含まれるサブディレクトリとファイルを
すべて削除 
RENAME  ファイルまたはディレクトリ名（複数可）の変更 
ECHO    メッセージの表示 
 
>  or  >> リダイレクション 標準出力の変更 
？ or ＊ ワイルドカード 任意の文字を表す記号 
 
簡単なＨＴＭＬファイルを作ろう！ 
●ＨＴＭＬファイルの作成 
以下のリストをエディタ（秀丸エディタなど）で書き、 
sample1.html というファイル名で保存する。 
 
 
 
<…> をタグといい、命令は大文字で書く（小文字でも可だが、習慣的に大文字） 
各タグは <…> で始まり </…> で終わる 
 
 
<HTML> から </HTML> までが、HTML ファイルの中身であることを示す 
 
<BODY> から </BODY>までが、ブラウザーに表示する本文 
 
各タグの始まりと終わりは、位置をそろえると分かりやすい 
また、新しいタグが始まるときは、２文字 or４文字の字下げをするとよい 
 
● ＨＴＭＬファイルの保存 
下図のように ファイル→名前を付けて保存をクリック 
 
 
 ファイルの種類を すべてのファイル(*.*) にし、 
 ファイル名を sample1.htmlとして保存する。 
 
 
 
●ＨＴＭＬファイルの表示 
最後に、ＷＷＷブラウザ（ＩＥなど）でこのファイルを閲覧してみましょう！ 
 （エクスプローラで、sample1.htmlファイルをダブルクリック） 
以下のように表示されます 
 
   タイトルはここ 
  
本文はここ 
 
● 代表的なタグの紹介 
 
<H1> 見出し </H1> 
 見出しの設定。<H1>～<H6>まであり、<H1>が一番大きい 
<P> ・・・ </P> 
 段落(Paragraph)の記述 
<BR> 
改行(Line brake) 
<FONT size=”number”> ・・・</FONT> 
文字のサイズの変更 numberは、1～7で７が一番大きい 標準は 3 
<FONT color=”color”> ・・・</FONT> 
文字の色の変更 (Black,White,Red,Blue,Green,Yellow,Grayなど) 
<BODY text=”color”> ページ全体の文字色の設定 
 文字の色を赤にする <BODY text=”Red”> 
<BODY bgcolor=”color”> 背景色の設定 
 背景色を水色にする <BODY bgcolor=”Aqua”> 
<A href=”www.fukui-nct.ac.jp”> 福井高専へのリンク </A> 
 ハイパーリンクの設定 
<IMG src=”sample.jpg” alt=”サンプルの図”> 
 画像の表示 
 
初めてのＪａｖａＡｐｐｌｅｔ！ 
●ＪａｖａＡｐｐｌｅｔのソースコード 
以下のプログラムをテキストエディタ（秀丸など）で書き、 
ex1.java というファイル名で保存する。 
ここにつけた名前+ .java で保存しなければならない！ 
 
 
 ファイルを保存するときには、以下のようにファイルの種類を 
    すべてのファイル(*.*) にしてください。（拡張子を指定するため） 
 
 ファイル名はここに書く 
●ＪａｖａＡｐｐｌｅｔのコンパイル 
 DOSコマンド（CD）で、ex1.java  が入っているディレクトリに移動 
 DIR でファイルがあることを確認、コンパイルのコマンドを実行する 
  java  ex1.java   コンパイル c
 エラーがなければ、プロンプト（＞）が帰ってきて、ex1.class という 
 ファイルが作られている 
 ※もし、エラーが出たらソースファイルを修正後保存し、もう一度コンパイル 
 
● ＪａｖａＡｐｐｌｅｔ表示の準備 
以下のようなファイルを作って ex1.html で保存 
 
 
 この ex1.htmlファイルは、ex1.class ファイルと同じディレクトリに保存する 
 
 CODE=”class ファイル名” でファイルを読み込んで実行させる 
 WIDTH=”ドット数” で画面の横幅を決める 
 HEIGHT=”ドット数” で画面の縦の高さを決める 
 
一般的なディスプレイの解像度は以下のようになっている 
 15インチ液晶 1024 x  768 
 17インチ液晶 1240 x 1024 
このことを考慮して 800 x 600程度までとするのが望ましい 
● ＪａｖａＡｐｐｌｅｔ表示 
ＪａｖａＡｐｐｌｅｔ表示は、ex1.html をダブルクリック！ 
 すると下図のような画面が表示されます 
 
 
 
 200x150 の青い四角が表示され、これが APPLET の描画エリアとなります 
 
 
 また、コマンドで 
  appletviewer ex1.html 
と打つことで、ＩＥを使わなくても表示することができます 
Ａｐｐｌｅｔ入門 
●文字の描画 
 以下のソースコードを ex2.javaで保存し、実行しましょう！ 
 
 
 背景の色を黄色にします 
 setBackground(Color.yellow); 
 
 ペンの色を黒にします 
g.setColor(Color.black); 
 
 x=50,y=20の位置に 文字の表示 を描画します 
g.drawString("文字の表示",50,20); 
 
 
 色の種類 
 black, white, red, blue, yellow, green, pink, 
 gray, darkGray, lightGray, cyan, magenta, orange 
 
●座標 
 Appletでは、下図のような座標を使っています 
 
   Ｘ座標 
      0        199 
     0 
 
???
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   149 
 
 
<APPLET CODE="ex2.class"  W DTH="200"  HEIGHT="150">  I
 </APPLET> 
 とした場合、Ｘ座標は、0から 199  
      Ｙ座標は、0から 149 まで 
●直線、長方形などの描画 
 
 
 
 直線  g.drawLine(X1,Y1,X2,Y2);     (X1,Y1)から(X2,Y2)に直線をひく 
 長方形 g.grawRect(X,Y,W,H);  (X,Y)を開始地点として 
      幅W、高さHの長方形を書く
 ●長方形や円を塗りつぶす 
 円 g.drawOval(X,Y,W,H);    (0,0)  X 
        W 
        Y 
           H 
 
 
 
 円を塗りつぶすときには、 
 g.fillOval(X,Y,W,H); 
 同様に長方形を塗りつぶすときは、 
 g.fillRect(X,Y,W,H); 
 
 
 
●文字のフォントと大きさの変更 
 文字のフォントと大きさの変更 
 g.setFont(new Font(“TimesRoman”, Font.PLAIN, 14)); 
 
 フォントの種類     大きさ 
スタイル    
    Font.PLANE 
    Font.BOLD  ボールド（太字） 
    Font.ITALIC イタリック（斜体） 
    Font.ITALIC|Font.BOLD 斜体で太字 
 
 
●色を作ろう！ 
 自分の好みの色を使いたい場合は、その色をつくればよい 
 g.setColor(new Color(R,G,B)); 
 ここで、R,G,Bは、それぞれ red,green,blueの量で 0から 255の 
 範囲を指定 
 
 ペイントソフトでＲＧＢ値を調べるときは、メニューから 
色→色の編集→色の作成をクリック 
任意の色を選び 右下のＲＧＢの値を参照 
 
 
Gradation 
 
 
画像を表示してみよう！ 
●drawImage メソッド 
 
 
典型的なアプレットのモデル 
initで初期化 → paintで描画 → destroyで破壊 
 
 画像の表示 
 g.drawImage(イメージオブジェクト名,Ｘ座標,Ｙ座標,this); 
 
 Imageクラス･･･グラフィカルなイメージ（要するに画像） 
 ここでは、picという画像を入れる箱を用意している 
 
 イメージをゲットする 
 getImage(ベースとなる URL,画像ファイルの名前); 
 getDocumentBase() で、自分自身が組み込まれている HTMLの URLを得る
●画像の表示結果 
 
 
 
 
GUI 部品を使おう！（ここではボタンだけ） 
●Button（ボタン）だけの表示 
 
 
 実行結果の画面は以下 
 
● Button（ボタン）に動きをつける 
ボタンが押されると、画像を表示するプログラム 
 
 
このように、button1がクリックされたときの処理を書く 
 
 
 
実行結果を予想し、各自で確かめてみてください！ 
    
※アプレットの大きさは 600x400 
参考図書 
 
HTML関連 
 はじめて作るホームページ HTML編 川名和子 技術評論社 ¥1,869 
 HTMLハンドブック 水津弘幸 ソフトバンク ¥1,575 
 
Java関連 
 Java言語プログラミングレッスン（上） 結城浩 ソフトバンク ¥2,520 
 Java言語プログラミングレッスン（下） 結城浩 ソフトバンク ¥2,520 
 初体験 Java 丸の内とら 技術評論社 ¥2,079 
  楽しく学べる Java ゲーム・アプレット 村山要司 工学社 ¥1995 
 Javaパーフェクトマスター 福島靖浩 秀和システム ¥2,940 
 
参考ＵＲＬ 
http://java.sun.com/j2se/1.4.2/ja/download.html 
 Javaのダウンロード場所 
http://java.sun.com/j2se/1.4/ja/docs/ja/ 
JavaTM 2 SDK, Standard Edition ドキュメント 
 
 
 
